
取組状況

（継続内容）

この際、時間を延長します。
　↓

　↓

取組状況

（継続内容）

取組状況

１１件

（継続内容）

・

・

（今後に向けた取り組み）

取組状況

（継続内容）

・

・

・

（拡充内容）

・

本会議傍聴者数 委員会傍聴者数

１，０８８人 ５９人

１，１７４人 ２０９人

傍聴者数

６人

１８人

政務活動費の制度概要や取扱いの説明、収支
実績にかかる一覧表、収支報告書及び証拠書
類（領収書など）の写し

政務活動費の制度概要や主な支出項目の説明
及び収支実績にかかる一覧表

会議日程等を市議会ホームページへ掲載

平成２７年４月～平成２８年３月

平成２８年４月～平成２９年３月

　本会議、委員会傍聴者の状況

期　　　　　　　間

平成２７年４月～平成２８年３月

平成２８年４月～平成２９年３月

　協議等の場の傍聴者の状況

期　　　　　　　間

④本会議、委員会及び協議の場の公開（第１５条関係）

手話通訳実施要領を策定し、平成２９年３月定例会議から、本会議の傍聴に際し、希望

者に手話通訳者の手配を行うこととした（平成２９年３月定例会議期間中、１名が利用）

取組内容

も引き続き広報を実施した。

ホームページをご覧になれない方もいるため、市議会だより（平成２８年８月１日号）に

政務活動費の収支報告書等の閲覧の方法等を掲載した。

③政務活動費に係る収支報告書等の公開（第１４条関係）

・実施済（継続及び拡充）

評価について
評価Ａ：十分又は概ね達成、継続　　　評価Ｂ：一部達成、拡充　　　評価Ｃ：不十分、拡充又は改善　　　評価Ｄ：積極的な実施への取り組みが必要

評価Ｅ：制度等の導入又は改善　　　評価外：実施主体が市当局又は達成の検証が不適
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A

　平成２８年度は前年度に比べ、傍聴者が増加傾向に
あり、取組内容については、一定の評価ができ、今後
も継続して取り組むべきである。
　なお、本会議当日の議会の日程が、傍聴者には分か
りにくい場合もあり、その流れが分かるような資料の提
供を検討してはどうかとの意見が出された。

　本会議への手話通訳者の手配を導入したことは評価
できる。今後も障がい者に配慮した議会運営に努めて
いくことが必要である。

　また、音声を文字情報（テロップ）にて議場内に表示
する取り組みについて、将来的には必要との意見も出
された。

取組内容

本会議、委員会の公開及び傍聴手続きの簡素化の実施

市役所本庁舎１階の玄関に、本会議の会議日程、代表質問及び一般質問の登壇議員

に関するお知らせを掲示

公開する内容

 市民情報室における閲覧
(市役所１階)

 議会ホームページへの掲載
(平成29年6月末頃に掲載予定)

 議会だよりへの掲載
(議会だより平成29年8月1日号に掲載予定)

収支実績にかかる一覧表、収支報告書及び証
拠書類（領収書など）の写し

評価 確認結果

別紙
平成２８年度　議会基本条例の項目ごとの施行状況評価及び確認結果

（１）市民に開かれた議会

①市民に分かりやすい言葉及び表現の方法を用いた議会運営（第８条関係） 評価 確認結果

②市民に分かりやすい委員会での議論（第１１条関係） 評価 確認結果

取組内容

本会議での議長次第の一部をわかりやすい表現へ改善

委員会審査に時間を要しますことから、次の本会議の再開までに、会議規則で定める午後
５時までの会議時間を超えることも見込まれますので、この際、時間を延長いたします。

何々の陳情につきましては、委員長報告は不採択でありましたので、本陳情を採択するこ
とについて採決いたします。

（平成26年12月定例会議より）

・実施済（継続）

B

　議会で使用される言葉には分かりにくい言葉や表現
が含まれるため、改善に努めるべきとの意見が出され
た。

　なお、わかりにくい議会用語等については、ホーム
ページ等に解説を掲載するなど工夫が必要であるとの
意見が出された。

取組内容

・実施済（継続）

評価 確認結果

・実施済（継続及び拡充に向け協議）

A

　政務活動費の使途のさらなる透明性確保に向けた取
り組みを進めるため、政務活動費検討会において協議
を実施し、平成２９年度からホームページ及び議会だよ
りにて公開する内容を取りまとめたことは評価できる。

　特に、領収書などの証拠書類の写しを議会ホーム
ページに掲載する取り組みは全国においても例が少な
く、先進的な取り組みといえる。

市民情報室で収支報告書等の写しを公開している

閲覧請求件数

市議会ホームページにおける「政務活動費」の項目のお知らせ内容について精査し、

B
　本会議での議会運営と同様、わかりやすい表現に努
め、その取り組みを継続している。
　今後も、わかりやすい表現への改善に努めるべきと
の意見が出された。委員会ごとにわかりやすい表現に努めた運営を実施

収支報告書等の閲覧の方法について分かりやすい表現に変更しており、平成２８年度

政務活動費の使途の透明性を一層確保するための情報公開のあり方について検討す

るため、政務活動費検討会を平成２８年１２月から平成２９年２月までの期間に計６回

開催し、検討の結果を平成２９年２月２８日に議長に答申した。

※平成２９年度より実施予定の【政務活動費の使途に関する情報公開】

公開する方法

何々の陳情につきましては、ただいまの委員長報告は不採択でありますが、採決にあたり
ましては、可とするほうを諮る原則によりまして、本件を採択することについてお諮りいたし
ます。



取組状況

（継続内容）

会場 参加人数

吾妻学習センター １９人

渡利学習センター １５人

茂庭多目的集会所 １０人

飯野学習センター １４人

５８人

会場 参加人数

北信支所 １１人

もちずり学習センター ２８人

蓬莱学習ｾﾝﾀｰ分館 １１人

信夫学習センター １８人

６８人

・

した。

（今後に向けた取り組み）

・

取組状況

【主な改善点】

年度 議会トップページ 本会議録画映像 本会議ライブ映像

平成２６年度 ２６，０３７件 ３，０２９件 -

平成２７年度 ４０，３８５件 ４，４７７件 ２，８８４件

平成２８年度 ３５，２６６件 ４，９２８件 ２，２９３件

取組状況

４件

取組状況

・市議会ホームページに掲載

・市役所１階市民情報室にて資料閲覧可能

・文字の１１ポイント化及びページ増（１号あたり２ページ）

・タイトルのリニューアル（季節の写真を掲載）

・代表質問、一般質問の掲載方法を見直し

・議決結果の掲載及び委員会活動内容の掲載

市議会ホームページ

【拡充に向けた取り組み】

・広報委員会において協議を行い、平成29年度より、新コンテ

 し、高齢者でも見やすいページ作りを実施

【新たな取り組み】

・本会議の傍聴に、手話通訳者の手配を導入し、ホームページ

  での案内を開始した。

評価 確認結果

・実施済（継続）

A 　取り組みについては、情報公開条例に基づき実施さ
れている。

取組内容 開示請求件数

　ｃ.情報公開条例に基づく議会情報の公開（第１６条第４項関係）

 ンツとして「今週の議会の動き」を掲載することとした

（議会活動を紹介することにより、議会の見える化を推進）

B

　議会だよりは年配の方に多く見ていただいている傾
向があり、年配の方に配慮した紙面づくりのため、文字
の大きさやメリハリのある編集など見やすい紙面づくり
のため改善の余地があるとの意見が出された。

　議会ホームページについては、リニューアルを実施
し、見やすいページ作りに努めた。
　引き続き、見やすいページ作りに努めるべきである。

　

市議会だより

福島市ホームページのリニューアルに併せて、平成29年3月1日

【主な改善点】

　　（参考）議会ホームページアクセス件数の状況

取組内容

評価について

⑤市民との情報の共有、積極的な情報公開の推進、市民への説明責任（第１６条関係） 評価 確認結果

確認結果

　平成２８年度の議会報告会の参加者は、前年度に比
べ増加傾向にあり、積極的な取り組みの成果が表れて
いる。

　平成２９年度からは、議会報告会に併せて意見交換
会を行うこととし、市民からさらに意見をいただくよう取
り組むことを確認している。
　議会報告会の運営については、回数を重ねるごとに
市民への報告が分かりやすくなってきているものの、魅
力ある議会報告会とするため、さらなる努力を継続す
る必要がある。

　今後は、各種団体等へ出向いて実施する議会報告
会についても将来的に開催してはどうかとの意見も出
された。

　ａ.議会報告会の開催（第１６条第２項関係）

・実施済（継続及び拡充に向け協議）

議会報告会の開催を継続して実施した。

　平成２８年秋季議会報告会

評価

取組内容

平成２８年秋季議会報告会より、議会だよりを用いて委員会の活動状況を説明することと

平成２８年４月から１１月まで８回に渡り、今後の議会報告会のあり方について議会改革

検討会で検討を重ね、同年１２月に議長に答申した。

(平成２９年春季より、議会報告会終了後、意見交換会を行うこととし、市民から様々な

意見をいただくよう運営に留意するとともに、今後の運営の参考とするため、アンケート

合計

開催日時

平成２８年５月１３日（金）午後１時３０分

平成２８年５月１３日（金）午後７時

平成２８年５月１４日（土）午後１時３０分

　平成２８年春季議会報告会

を実施することとした。）

B

にリニューアルを実施。（拡充）

・トップページの写真や左側メニューの項目の文字等を大きく

平成２７年５月１４日（土）午後７時

開催日時

平成２８年１１月１２日（土）午前１０時３０分

平成２８年１１月１２日（土）午後１時３０分

平成２８年１１月１３日（日）午前１０時３０分

平成２８年１１月１５日（火）午後７時

合計

・点字版市議会だより、音声版市議会だよりの作成、配付

　ｂ.市議会だより及び市議会ホームページによる議会活動の分かりやすく、積極的な周知
   （第１６条第３項関係）

平成27年5月1日号からリニューアルを実施。（継続）

・表紙及び最終ページのカラー化

・実施済（継続及び拡充）

2

　ｄ.議案、委員会資料の公開（第１６条第５項関係） 評価 確認結果

・実施済（継続）

A 　取り組みについては、継続して実施しており、十分に
達成されている。

取組内容

議案概要資料及び委員会資料の公開 （定例会議、緊急会議終了後）

（公開期間：１年６カ月）

評価Ａ：十分又は概ね達成、継続　　　評価Ｂ：一部達成、拡充　　　評価Ｃ：不十分、拡充又は改善　　　評価Ｄ：積極的な実施への取り組みが必要

評価Ｅ：制度等の導入又は改善　　　評価外：実施主体が市当局又は達成の検証が不適



取組状況

開催委員会

テーマ

開催日時

会場 アオウゼ 参加人数 ４１人

開催委員会

テーマ

開催日時

会場 保健福祉センター 参加人数 ５１人

実施委員会

除染推進等対策特
別委員会

建設水道常任委員会

経済民生常任委員会

経済民生常任委員会

除染推進等対策特
別委員会

総務常任委員会

除染推進等対策特
別委員会

建設水道常任委員会

総務常任委員会

取組状況

取組状況

取組状況

本会議

評価 確認結果

取組状況

A 　議員政治倫理条例策定にむけ、条例素案のパブリッ
ク・コメントを実施したことは評価できる。

取組内容
議員政治倫理条例策定特別委員会において「福島市議会政治倫理条例（素案）」を策定し、平成２
９年２月１日から３月３日まで、パブリック・コメントを実施した。
【備考】意見の件数：０件

参考人招致実施日、内容、（招致人数）

H28. 4.27　除染等に関することについて（３名）

H28. 5.10　地域公共交通ネットワークの形成について（１名）

H28. 7. 6　ごみ収集の現状について（２名）

H28. 7. 6　ごみ減量化に向けた家庭での取組みについて（３名）

H28.11.18　道路側溝、未実施住宅の除染について（１名）

H28.11.22　投票率向上の取り組み等について（１名）

H29. 1.12　住宅のフォローアップ除染等について（２名）

H29. 1.16　今後の市営住宅のあり方について（１名）

　ｄ.パブリックコメントの実施（第１７条第５項関係）

・実施済

　ｃ.請願及び陳情の提出者からの意見の聴取（第１７条第４項関係）

・実績なし

間の自由闊達な議論を引き出す委員会運営を実施している

　ｅ.議案、請願及び陳情に対する議員個人の賛否の公表（第１６条第６項関係） 評価 確認結果

　ａ.市民との意見交換及び意見聴取の場の実施（第１７条第２項関係）

・実施済（新規）

　市政の具体的な課題についてテーマを設け、市民から意見を伺い、議会活動を通じて市政

に反映させることを目的として下記のとおり意見交換会を開催した。

取組状況 ・未実施 評価外

　市役所東棟「仮議場」で議会運営をしている現状で
は、賛否を確実に把握できる採決システムの導入が難
しい状況である。
　なお、現在、議会運営委員会において、議会のICT化
に向け検討中である。

⑥ 市民参加の推進（第１７条関係） 評価 確認結果

取組内容

文教福祉常任委員会

平成２８年４月９日（土）午後１時

文教福祉常任委員会

平成２９年２月１８日（土）午後１時３０分

これからの福島市立図書館に求められるもの

みんなが、はつらつと暮らせる地域福祉について

A

　議員と参加者の市民とで、意見交換会を開催し、市
民の声を直接聞くことができたことは大きな成果であ
り、政策提言につなげることができた。
　特に２月１８日開催の意見交換会では、ワークショッ
プ形式による活発な意見交換により、さらに市民から
様々な意見を聴取することができた。

　なお、今後は文教福祉常任委員会以外の委員会に
おいても意見交換会に取り組んではどうかとの意見が
出された。

　ｂ.公聴会制度、参考人制度の積極的活用（第１７条第３項関係） 評価 確認結果

取組状況
・公聴会の開催実績なし

A

　多くの参考人を招致し調査を進めることにより、政策
提言につなげることができたことは、高く評価できる。

　なお、公聴会についてはその特性に応じ、必要に応
じて実施すべきである。

・参考人の招致実績あり（継続）

取組内容

H29. 1.18　地方政治への関心を持たせること等について（２名）

C 　今後、必要に応じて実施すること。

（２）議員間の自由闊達な議論、討議を行う議会

①本会議、委員会での反問、反論（第１８条関係） 評価 確認結果

・実施運営方法確認済

B

　本会議における正確な答弁のため、質問の趣旨を確
認する反問権の行使が機能した一方、反論権は行使
されなかった。
　なお、反問権及び反論権の行使については、市当局
の判断に委ねるものである。

取組内容 　本会議において、反問権が行使された。

評価 確認結果

②本会議、委員会での議員間の自由討議（第２２条関係） 評価 確認結果

・実施の枠組を制定済

B 　本会議での自由討議の実績はなかったが、委員会に
おいては自由闊達な議論を引き出す運営がなされた。

取組内容

実績なし

委員会
各常任委員会における議案等審査を充実させるため、議員相互

評価について
評価Ａ：十分又は概ね達成、継続　　　評価Ｂ：一部達成、拡充　　　評価Ｃ：不十分、拡充又は改善　　　評価Ｄ：積極的な実施への取り組みが必要

評価Ｅ：制度等の導入又は改善　　　評価外：実施主体が市当局又は達成の検証が不適
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取組状況

平成２８年１２月定例会議において、議員修正動議を提出した

取組状況

市長等に提言を提出

実施期日 提出先

市長

教育長

市長

平成28年9月23日 市長

平成28年12月16日 市長

平成29年3月27日 市長

本市における地域公共交通ネットワークの
形成に関する調査
（建設水道常任委員会）

ごみの減量化に関する調査
（経済民生常任委員会）

（３）政策立案や政策提言を積極的に行う議会

①議員、委員会の積極的な政策立案（第２４条第１項関係） 評価 確認結果

評価 確認結果

取組状況 ・実施要綱制定済　　・実績なし C 　今後、必要に応じて実施すること。

③政策討論会の開催（第２３条関係）

除染事業に関する事項並びに除染作業に
より除去された土壌の運搬に関する事項
について
（除染推進等対策調査特別委員会）

A 　議会において、積極的な政策立案がなされた。
取組内容

議案第１１２号　　平成２８年度一般会計補正予算

②市長等に対する政策提言（第２４条第１項関係） 評価 確認結果

・実施済（継続）

議決結果：原案可決
（修正否決）

・実施済

　議員政治倫理条例策定特別委員会を設置し、議員
政治倫理条例策定に向けて協議を重ね、条例素案が
策定されたことは、大いに評価できる。

除染事業に関する事項並びに除染により
除去された土壌の運搬に関する事項につ
いて
（除染推進等対策調査特別委員会）

4

福島市立図書館に関する調査
（文教福祉常任委員会）

（４）基本方針以外の基本条例の達成状況

　その他議会基本条例の改正や関連規則要綱等の見直しが必要なもの

議会基本条例の改正や関連要綱等の見直しが必要との意見は出されなかった。

評価について
評価Ａ：十分又は概ね達成、継続　　　評価Ｂ：一部達成、拡充　　　評価Ｃ：不十分、拡充又は改善　　　評価Ｄ：積極的な実施への取り組みが必要

評価Ｅ：制度等の導入又は改善　　　評価外：実施主体が市当局又は達成の検証が不適

A

　常任委員会における所管事務調査や調査特別委員
会における調査を積極的に実施し、その結果により市
長等へ政策提言を行っていることは大いに評価でき
る。

　なお、過去に行った政策提言に対する取組状況の報
告を市当局に求めることについて、その仕組づくりに取
り組むべきとの結論に至った。

取組内容

内　　　　容

救急体制の強化に関する調査
（総務常任委員会）

平成２８年６月に議会基本条例第３０条に基づき、議員の政治倫理に関する条例を制定するため、議員政治倫理

条例策定特別委員会を設置した。

評価 確認結果

(議会基本条例より抜粋）
第３０条 議員は、 市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを常に自
覚し、 市民の代表として、良心及び責任感を持って
   その責務を果たすとともに、品位を保持し、識見を養うよう努めるものとする。
２ 議員の政治倫理については、別に条例で定める。

　議員政治倫理条例策定特別委員会は、平成２８年６月から平成２９年３月まで計１６回開催、議論を重ね、「福島市
議会政治倫理条例（素案）」を策定、平成２９年２月１日から３月３日まで、パブリック・コメントを実施し、市民からの意
見を募集した。
　また、併せて、条例の逐条解説および条例施行規程も併せて素案を策定した。

　平成２９年４月以降、必要に応じて修正を加えた上で、条例案を決定する。また、委員長報告案についても協議を行
い、平成２９年６月定例会議にて議案提出を目指す。

A

平成28年6月15日


